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1. はじめに 

 近年，シェアリング・エコノミーと呼ばれる

新しいサービスが広がりを見せている[1]．本研

究では，ソーシャルネットワーキングサービス 

(SNS)への画像投稿によるシェアリング・エコ

ノミーの支援システムを提案する． 

2. シェアリング・エコノミーとは 

 シェアハウス，カーシェアリング，民泊など個

人が所有する遊休資産を貸出するサービスであ

る．しかし，上述のサービス運営には，サービス

の信頼性を担保する管理者が不可欠であり，管理

者不在の運営は一般的に困難である． 

3. ブロックチェーンと Ethereum 

 ブロックチェーンは，仮想通貨ビットコイン

の根幹技術として 2009 年に提唱された分散型

台帳システムである[2]．参加ノードによって，

データの追加，台帳データの整合性をハッシュ

関数の演算（マイニング）により実現して，イ

ベントの記録日時･記録者･取引記録が管理者の

介在なしに実現できる． 

 Ethereum は，ブロックチェーンにより，分

散型アプリケーションやスマートコントラクト

（デジタルでの契約，自己履行可能な契約）を

構築するオープンソースプラットフォームであ

る[3,4]．本研究で提案するシステムの実現には，

この Ethereum を利用する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 関連研究 

Ethereum が用いられた研究には，ある証拠

となるものをブロックチェーンで保全する先行

例[5]があるが，ブロックチェーンの実装方法，

利用者の利便性を考慮した，SNS との連携や

Web インターフェイスの実装などで本研究と異

なる． 

5. 提案手法 

本稿では，ブロックチェーンを応用し，SNS

への画像投稿による管理者不在の遊休資産貸借

管理システムを提案する．本システムの概要を

図 1 に示す．まず，物品の貸し手は貸し出す物

品の証拠としての物品画像を撮影し，SNS 上に

アップロードする．アップロードされた画像に

は，ハッシュ値，コメント，タイムスタンプが

付与され，新たなブロックとしてブロックチェ

ーンに追加される．システム利用者は同一のブ

ロックチェーンを常に保持する． 

また，アップロードした画像ファイルのハッ

シュ値は画像データベースに登録し，このハッ

シュ値をキーとしてデータベースに紐付け，

SNS 上に画像を表示する．SNS 上では，借り

手と貸し手が画像を閲覧しながら交渉して，取

引を成立させる．物品の貸借が完了すれば，借

り手は物品の返却が分かる証拠画像を撮影し，

図 1 ブロックチェーン概要図 
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当該取引終了のブロックを新たにブロックチェ

ー

ンに追加する． 

6. 実装 

本研究では 3つのソフトウェア基盤を用いてシ

ステムを構築することとした．1 つ目はブロック

チェーン基盤として先に述べた Ethereum であ

る．Solidity と呼ばれるスマートコントラクト記

述言語を用いて，Ethereum へ取引情報などのテ

キストデータをブロックチェーンへ格納するプ

ログラムを作成する． 

2 つ目に SNS 基盤として Mastodon[6]を用いる．

Mastodon は，Twitter に類似したミニブログ形

式で実験のために閉じた環境を作成できること，

REST API が整備されていることが採用の理由

である．本研究では，提案手法の実現に不足して

いる機能などを実装した． 

3 つ目に予備のデータベース基盤として

PostgreSQL を用いた． 

これら 3 つの基盤を HTML や PHP などで作

成した Web ベースのアプリケーションから API

を用いて操作し，今回の提案手法を実現する． 

 

 

7. 実験と評価 

Ethereum ではブロックチェーンのブロック生

成におけるハッシュ計算の難易度を調整するこ

とができる．本環境での実験の前に，予備実験と

してブロックチェーンの難易度調整によってブ

ロック生成の時間変化を調査した．難易度を下げ

ればより早くブロックが生成され，取引データの

承認が早くなる利点があるが，一方でブロックチ

ェーンの堅牢性が下がる欠点もある．実用的な処

理速度を確保しつつ，ブロックチェーンの安全性

が確保できるパラメーターを調査した． 

8. おわりに 

本研究では，SNS への画像投稿によるシェア

リング・エコノミーの支援システムを構築し，

その有用性について検証を行った．今後は，

SNS へのブロックチェーン連携機能の組み込み

など，より利用者の利便性向上にむけた研究を

行っていきたい． 
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図 2:システム概要図 

図 3:システム構成図 
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